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対するイメージの平均得点は、 3年生26.7土5.2点、 4年生27.4:!:5.3点 (P=0.653)、項目別で
最も 「イメージできなしリ のは、 3年生は弄便について、 4年生は幻覚および異食についてであ
った。両学年とも最も 「イメージできる」と答えた具体例は、 flO.大声で叫んだり、わめいたり
するJ(3年生53.9% 4年生60.6%)であり、次いで、 W5.fOOが盗んだj と責める、もの盗
られ妄想があることがあるJl(3年生51.3% 4年生 53.0%)で、あった。学年別における BPSD
に対する知識・興味については、知識は 4年生が 3年生に比べ有意に高く (Pく0.01)、興味は
両学年とも 8割近くが 「ありJだ、った。 BPSDに対するイメージと知識について、イメージが
平均得点以上(28---36点)で、かっ知識得点も平均得点以上だ、ったのは、3年生は 12人(15.8%)、
4年生は25人 (37.9%)で、あった。 BPSDに対するイメージが平均得点以上でかっ 「興味ありJ
の人は、 3年生は31人 (86%)、4年生は25人 (78%)であった。
IV.結論
BPSDイメージは学年で差があった。両学年ともイメージ出来ている人に 「興味ありJの人が
多く、 4年生は 3年生に比べてイメージ出来ている人の中に知識のある人の割合が多かった。こ
のことから、 BPSDのイメージを高めることで興味や知識獲得にもつながるとともに、実習する
ことよって、これらのイメージと知識のつながりが強化される可能性のあることが示唆された。
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